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今後とも・・・・・・
フェアビンデンと連携

「農の未来ネット」事務局長

田沼 繁

【写真】神田駿河台の食農研センターフェアビンデン

普段呼ぶのは 「フェアビンデン」なのです、

が、正式には「特定非営利活動法人食農研セ

ンター ワーカーズフェアビンデン 食と農

」 。の談話室 という長ったらしい名称なのです

そのフェアビンデン代表の石井正江さんは、

長ったらしい名前に似合わず、会話は歯切れ

よく、大変気さくな女性です。その石井さん

をはじめフェアビンデンの方々から、農の未

来ネットは設立準備段階から運動の趣旨をご

理解いただいており、 月 日の設立総会は3 28

温かいご支援のもとフェアビンデンのお店で

開くことができました。縁は異なもので、農

の未来ネットは、今後ともフェアビンデンと

連携していきます。

さて、フェアビンデンは、国産の農産物を

％使ったお弁当（食事）つくりを運動の100

目標としています。現状では、スパイス等の

調味料は外国産のものを使わざるを得ないも

のもあり、いまは国産農産物 ％のお弁当を95

。 、 、提供しているとか お店は 学生街でもあり

オフィス街でもある、千代田区神田駿河台で

お茶の水駅も近く、お昼どきにはお弁当を求

めるお客さんが列をつくっています。その場

で食べたい方は、お店でのランチもＯＫで、

。すてきな器に盛り付けられた食事も人気です

最近では、お馴染みのお客さんも多く、安全

・安心な国産農産物使用の食事は高い支持を

得ています。また、お店では連携している農

家の方の農作物やクッキーなどの加工品も販

売しています。

ところで、農の未来ネットの中心は、農業

・農村にひとを誘うアグリ・ボラバイト事業

を行うことですが、農業生産活動の結果であ

る農産物が消費者の手にわたり消費されなけ

ればなりませんので、そのお手伝いも行うこ

ととしています。農の未来ネットのホームペ

ージに「農家の野菜屋さん」などコーナーを

設け、アグリ・ボラバイターを受け入れる農

家の生産物情報の提供を行います。また、注

文から販売については、フェアビンデンのお

店を拠点にして、お客様とのやり取りを行う

こととしています。さしあたり、アグリ・ボ

ラバイター受け入れの吉田さん（埼玉県本庄

市）が生産したミニトマトを提供します。運

動とともに順次、広げていきます。

と、言うことで、フェアビンデンと農の未

来ネットは具体的な運動での連携を大いに行

っていきます。



「農の未来ネット」事務局（HP担当）

濱田 仁（記）

公式ホームページが公開されてから６月末で一ヶ月

半程経過します。アグリ・ボラバイトへの申込み状況等

は、これまでに神奈川県在住の者から１件の問い合わせ

がありました。今後は、申込み状況やアクセス状況を考

、 。慮しつつ よりアクセシビリティを向上させていきます

今回は、そのアクセス状況について報告をします。

公式ホームページは、アクセス数を効率よく増やすた

め、グーグル(www.google.co.jp)に「ホームページの

内容」や「検索キーワード」を伝達させる手法を採用し

〜ています。その効果は、公開日５月12日 ６月16日

までの５週間(初日は全日ではないので36日間)で、のべ

アクセス数5,200余、第５週目は315人／日と伸びる

傾向として現われています。

しかしながら、この状況はアグリ・ボラバイトへの申

込み増加反映に至っていません。そこで後日追加される

「農家の野菜屋さん」コーナーと伴に、トップページか

らボラバイター応募までの導線を短く，分かりやすくす

る修正を検討中です。

（主な検索キーワード）

（公開から６月16日までの 日アクセス数／週

毎の日アクセス数）

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

「農の未来ネット」公式ホームページのアクセス状況「農の未来ネット」公式ホームページのアクセス状況

と修正についてと修正について
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

（公開から６月16日までの のべアクセス数）

● ●● ●● ●今後のスケジュ ルー

●６月２６日（金）

茨城農民連田口会長・村田事務局長・茨城

県産直センター奥貫事務局長に「あぐ・ぼ

ら（協同援農 」事業等説明）

●７月４日（土）～５日（日）

ＮＰＯ食農研センターサクランボツアー参

加（山形県南陽市南陽のんのん倶楽部：果

樹生産者に産直事業参加協力要請)

●７月上旬

あぐぼら（協働援農 」事業事前講習会「 ）

「あぐぼら教室」内容・講師検討

●７月２５日（土）

第１回あぐぼら教室開催予定

編 集 後 記

「農の未来ネット」のホームページをご覧

になったでしょうか。５月１２日に公開して

から５週間でアクセス数は５，２００余に達

しています。アクセス数の割にはアグリ・ボ

ラバイト（協働援農）への申し込みが少ない

状況です。申し込みが増えるよう研究してい

きます。アクセスされた方は、内容について

のご意見やご要望をお知らせいただければ幸

いです。６月２０日には、埼玉産直センター

生産者の吉田道行さんの圃場で初めての現地

交流会が実施されました。次号で詳しく紹介

します （西村）。


